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「わが家の天使たち」、「笑顔をさがして」、「あの日あのころ」
掲載希望の方は、広報広聴係まで申し込みください。
☎ 83・8100　E ﾒｰﾙ kouhou@city.moka.lg.jp

人
口
と
世
帯
数

★ 人 口 80,395 人 （    　　1人）
男 40,689 人 （    　 12 人）
女 39,706 人 （    ▲ 11 人）

★ 世 帯 31,359 世帯 （  　34世帯）
※令和元年 10月 1日現在、市民課調べ
※（  ) 内は前月比。住民基本台帳と外国人登録　
　（登録者数 3,393 人）をもとに算出。
※減少の場合のみ▲印を記載。

3階 コンクリート流し込み作業

3階フロアを工事中

　10 月は、主に 3階の床や柱・壁のコンクリート工事および鉄
骨工事を行いました。新庁舎の 3階には、秘書室や総務課など
管理業務を扱う部署のほか、市長室、公室、災害対策本部など
を配置します。災害対策本部は、大規模な災害が発生した時に
情報を収集し、指揮命令を行うことによって、早急な対応を図
るために設置するものです。

東光寺の
　　大崎　結

ゆ な

菜ちゃん  （3）
　　　　　柊

とうり

吏ちゃん  （0）

1 年前に柊吏が産まれ、すっかり
ちびママになった結菜。目が
離せなくなった弟の面倒をよく
見てくれてママも大助かりです。
2人が一緒にいるといつも笑顔が
絶えません。これからも仲良く
元気に遊んでね！
（コメント： 父・裕介さん
　　　　　  母・美貴さん）

　真岡市女性消防団は、平成29年 12月に結成され、現在14名
で活動しています。火災現場には出動しませんが、防災訓練や出
初式、各種点検に参加し、防火の啓発などを行っています。
　今年の11月 13日に、横浜市で開催される、第24回全国女性
消防操法大会に、栃木県代表として出場します。大会に向けて、
4月から練習を重ねてきました。優勝を目指して頑張ります。2 ~ 5 P

ご当地ナンバー交付開始、市政功労者表彰、「自殺対策
計画の策定」と「ひきこもりサポーター派遣事業の開始」、
児童虐待防止推進月間など…………………………………………………

市政ニュース　　　　　　　　　/

軽可搬ポンプを使った放水訓練

川
かわすみ

澄 聖
きよひと

人さん（26）

　元々、母と祖父母が農業を営んでいたので
すが、高校 3年生の今後の進路を考えるタイ
ミングで、母や高齢の祖父母が元気なうちに
農業のさまざまなノウハウを教わりたいと思
い、就農を決めました。
　バーベキューが好きでよくやるのですが、自
分が育てた玉ねぎを友人が食べ、「おいしい」
と言ってもらえた時には、とてもうれしく、頑
張って作ってよかったと、やりがいを感じます。
　今後は、技術面と収入面において、今より
も１ランクも２ランクもレベルアップできる
ように頑張っていきたいです。

◆ 主な作物：かんぴょう、ニラ、玉ねぎ ◆
長島の

市民意向調査「選ばれる都市もおか」をめざして………………… 6､7 P

真岡市の家計簿（平成 30年度 決算報告）……………………… 10~12 P

中村八幡宮例大祭、交通安全教室、報徳田稲刈りなど………さんぽみち　　　　　　　　　 8、9 P/

　　　　　　　　　

真岡市の環境 ……………………………………………………………… 13 P
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　3月に開催される全国いちごサミットと、いちごの生産日本一について、市民の皆さんの意識を
さらに高めるため、いちごをデザインしたご当地ナンバーを交付します。

《 本庁舎　税務課 》
11月 15日（金）10時から
《 二宮支所　税務収納窓口 》
11月 18日（月）8時 30分から

原動機付自転車
・第一種（白ナンバー）
・第二種乙（黄ナンバー）
・第二種甲（桃ナンバー）

　・標識変更では、現在使用している番号が変更になります。
　　ご当地ナンバーへの変更を希望しない場合は、現在のナンバーを引き続き使用できます。
　・新規登録時には、従来の無地ナンバーまたは、ご当地ナンバーのどちらかを選択できます。
　・標識変更に伴い、自賠責保険などの変更手続きが必要になる場合があります。
　　詳しくは、ご加入している保険会社等にお問い合わせください。
　・交付初日は混み合う場合がありますので、時間に余裕を持ってお越しください。

・二宮支所では「1番」　の交付はありません。
・末尾が「4」「9」「42」の交付はありません。
・車種ごとの「1番」の方には交付式を予定していますので、ご協力をお願いします。

標識番号の指定はできません。（受付順での交付となります）

▲ ご当地ナンバーの
イメージ画像

書　類　名 新規登録 標識変更
販売店の「販売証明書」または譲渡人からの「譲渡証明書」 ○ －
所有者・使用者の印鑑（認印可） ○ ○
車両情報が分かるもの（車名・車体番号・排気量は必須） ○ －
届出人の本人確認ができるもの（運転免許証等） ○ ○
現在使用している標識（ナンバープレート） － ○
標識交付証明書 － ○

原動機付自転車のみの交付となります。（ミニカー、小型特殊は対象外）
現在使用しているナンバーから無料で交換できます。

【問い合わせ】税務課諸税係　☎ 83・8112　FAX 82・1066 
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18
年

　
　仲
野 

新
吾

　日
下
田 

暁
則

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　中
三
川 

充
昭

　手

 

均

　
　
　
　
　
　
　
　

  

　本
田 

隆
一

　佐
藤 

一
仁

　介
護
認
定
審
査
会
委
員
15
年

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　伊
藤 

譲
治

　学
校
医
36
年

　
　
　横
出 

康
郎

　学
校
医
24
年

　
　
　深
谷 

仲
秀

　学
校
歯
科
医
24
年

　小
貫 

元
晴

　岡
島 

敏
和

　学
校
薬
剤
師
12
年

　
田 

健
一

　小
野 

博
正

　地
域
公
民
館
長
10
年

　

　
　
　
　
　
　
　
　遠
藤 

浩
一

　岩
沼 

陽
一

　
　
　
　
　
　
　
　直
井 

源
造

　柴
山 

博
司

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
15
年

　
　
　
　
　
　
　
　落
合 

欣
也

　真
岡
市
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
寄
付

　
　
　
　
　
　
　
　大
瀧 

雅
一

　真
岡
小
学
校
と
久
下
田
小
学
校
に

　電
子
辞
書
を
寄
付

　
　
　
　
　
　
　
　石
川 

遼

　真
岡
市
総
合
運
動
公
園
に

　Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
電
波
時
計
を
寄
付

　
　
　
　
　
　
　
　真
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　10
月
１
日
（
火
）、
令
和
元
年
度
市
政
功
労
者
表

彰
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　9
月
18
日
（
水
）、
市
長
公
室
で
相
互
友
好
協
力
協
定
締
結
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
協
定
は
、
真
岡
市
と
宇
都
宮
大
学
が
、
ま
ち
づ
く
り
や

産
業
振
興
、
文
化
や
教
育
の
発
展
に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

　10
月
3
日
（
木
）、青
年
女
性
会
館
で
、

２
０
２
０
年
3
月
14
日
・
15
日
に
開
催

さ
れ
る
「
全
国
い
ち
ご
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
n

も
お
か
」
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
、イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
シ
テ
ィ

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
広
報
企
画
な
ど
に
つ

い
て
細
か
な
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
は
、
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
各
地
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
元
年
度

▲ 表彰された皆さん

真
岡
市
と
宇
都
宮
大
学
が

相
互
友
好
協
力
協
定
を
締
結

第
5
回 

全
国
い
ち
ご
サ
ミ
ッ
ト

実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

を
目
的
と
し
て
お
り
、
大
学
の
研
究
成

果
を
地
域
振
興
や
人
材
育
成
に
つ
な
げ

る
た
め
の
協
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　石
坂
市
長
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
農
業
や
教
育
の
推
進
に
向
け
て
力
を

お
借
り
す
る
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。



　今
年
も
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
、
石
坂
市
長
が
、
市

内
で
今
年
度
中
に
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
の
お
宅
を

訪
問
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　９
月
17
日
（
火
）
に
は
、
柳
林
に
お
住
ま
い
の
上

野
シ
ゲ
さ
ん
宅
を
訪
問
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
送
り
、

国
や
県
、
市
か
ら
の
賞
状
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　上
野
さ
ん
は
、
毎
日
3
食
欠
か
さ
ず
食
べ
、
現
在

令和元年 11 月号（4）

市政ニュース

児
童
虐
待
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　親
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
虐
待
が
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　児
童
虐
待
の
防
止
は
、
児
童
相
談
所
や
公
的
機
関
だ
け
で
行
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
で
見
守
り
、「
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
に
、
健
や
か
に

成
長
で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 

◆ 

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）　
ち
い
さ
な
命
に
　
待
っ
た
な
し 

◆
　

　児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
１
本
の
お
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

※
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

 

【
問
い
合
わ
せ
】
こ
ど
も
家
庭
課
家
庭
相
談
係

　

　☎
８
２ 

・ 

１
１
１
３

　FAX
８
２ 

・ 

２
３
４
０

　（午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
※
土
日
・
祝
日
除
く

　栃
木
県
中
央
児
童
相
談
所

　☎
０
２
８ 

・ 

６
６
５ 

・ 

７
８
３
０
（
24
時
間
受
付
）

児
童
相
談
所 

全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
　
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

【
身
体
的
虐
待
】

・
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く

・
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る

・
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る 

な
ど

【
心
理
的
虐
待
】

・
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視

・
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い

・
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

【
性
的
虐
待
】

・
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る

・
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
る 

な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
・
養
育
を
怠
る
）】

・
ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る

・
乳
幼
児
を
家
に
残
し
て
外
出
す
る

・
食
事
を
与
え
な
い

・
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る

・
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ

て
行
か
な
い 

な
ど

◆
児
童
虐
待
と
は
…

◆
も
し
か
し
た
ら
虐
待
か
も
、
と
思
っ
た
ら
…

市
長
が
市
内
で
１
０
０
歳
を

迎
え
る
方
の
長
寿
を
お
祝
い

市政ニュース

新
任
人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　市
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
10
月
１
日
付
け
で
法
師

人
健
一
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　法
師
人
さ
ん
は
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
人
権
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け

る
ほ
か
、
人
権
に
つ
い

て
の
考
え
を
広
め
る
な

ど
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲ 法師人 健一さん

で
も
畑
仕
事
を
行
う
ほ

ど
、
元
気
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。

　今
年
度
、
市
内
で

１
０
０
歳
以
上
に
な
る

方
は
、
県
内
最
高
齢
の

１
１
０
歳
の
安
達
サ
タ

さ
ん
を
は
じ
め
44
人
に

な
り
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
の

金
利
優
遇
に
係
る
協
定
を
締
結

【
問
い
合
わ
せ
】
建
設
課
建
築
係

　

　☎
８
３ 

・ 

８
１
５
０

　FAX 

８
３ 

・ 

６
２
４
０

　10
月
7
日
（
月
）、
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ

に
お
い
て
、「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
地
域
活
性
化
型
（
防
災

対
策
）
合
同
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　フ
ラ
ッ
ト
35
と
は
、
民
間
金
融
機
関
と
住
宅
金
融

支
援
機
構
が
連
携
し
て
提
供
す
る
、
最
長
35
年
の
全

期
間
固
定
金
利
住
宅
ロ
ー
ン
の
こ
と
で
す
。

　今
年
10
月
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み
に
、「
防
災
対
策
」

が
新
た
に
加
わ
り
、「
独
立
行
政
法
人 

住
宅
金
融
支

援
機
構
」
と
、
住
宅
の
耐
震
建
て
替
え
に
係
る
補
助

を
実
施
し
て
い
る
県
内
23
市
町
に
お
い
て
、
当
協
定

を
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　締
結
式
で
は
、
市
町
の
耐
震
補
助
と
機
構
の
金
利

優
遇
の
相
互
協
力
に
よ
る
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て
、

各
市
町
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
壇
上
に
上
が
り
、
協

定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

　☎
８
３ 

・ 

８
１
２
９

　FAX 

８
３ 

・ 

８
５
５
４

「
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
」
と

「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

派
遣
事
業
の
開
始
」

自
殺
対
策
計
画
を
策
定

　自
殺
対
策
基
本
法
の
改
正
に
基
づ
き
、「
誰
も
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
、『
真
岡
市
自
殺
対
策
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
を
開
始

　「ひ
き
こ
も
り
」
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
家
族

や
本
人
の
依
頼
で
相
談
を
受
け
る
『
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
』
を
開
始
し
ま
す
。

　相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
栃
木
県
子
ど
も
若
者
・

ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ
ラ
リ
ス
★
と
ち
ぎ

（
☎
０
２
８ 

・ 

６
４
３ 

・ 

３
４
５
２
）、
真
岡
市
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
０ 

・ 

７
７
６
５
）、
市
社
会
福

祉
課
障
が
い
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

（5）広報もおか

　今
後
は
、
５
つ
の
基
本

施
策
と
３
つ
の
重
点
施
策

を
柱
と
し
、
自
殺
対
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、市
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

上記のＱＲコードを読み
込むと、市HP「真岡市
自殺対策計画」ページ
にアクセスできます。

QRコード

　糖尿病は自覚症状がほとんどなく、血液検査で
発見される方が多いのが現状です。
　糖尿病は、血糖値を下げるインスリンが正常に
働かず、血液中のブドウ糖（血糖）が増えすぎる
ことにより、じわじわと全身の血管を傷付け、も
ろくする病気です。

　高血糖が続くと、腎臓の血管をもろくし、腎臓の働きを悪
くします。一般的に糖尿病性腎症は、血糖が高い状態が 10年
以上続くと発症するといわれています。

【問い合わせ】健康増進課成人健康係　☎ 83 ・ 8122　FAX83 ・ 8619

　①バランス良く食べる　②野菜をたくさん食べる　③塩分・脂質の取り過ぎに気を付ける
　④糖尿病で治療中の方は、自己判断で治療を中断せず、継続して治療する

腎臓の代わりに、機械で血液をきれいにして、
体に戻す治療法。食事が制限され、身体に負担
がかかり、さらに時間やお金（年間約 552万円）
もかかるため、生活に大きな影響を及ぼします。

人工透析

高血糖者の割合
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人工透析になった理由（真岡市）

真岡市における高血
糖者の割合は、県や
全国と比べて高い傾
向にあります。
（H30年度地域・職域診
断サービス報告書より）
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46.4

54.5
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糖尿病性腎症
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原因不明
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4%

【真岡市国民健康保険H29年 4月～
 H30 年 3月診療分のデータより】
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も
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の
日
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度
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１
０
０
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を
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る
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を
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、
長
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を
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た
。
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日
3
食
欠
か
さ
ず
食
べ
、
現
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児
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虐
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な
く
し
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ょ
う

　
11
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は
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童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　親
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
虐
待
が
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　児
童
虐
待
の
防
止
は
、
児
童
相
談
所
や
公
的
機
関
だ
け
で
行
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
で
見
守
り
、「
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
に
、
健
や
か
に

成
長
で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）　
ち
い
さ
な
命
に
　
待
っ
た
な
し 

◆
　

　児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
１
本
の
お
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

※
連
絡
は
匿
名
で
行
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こ
と
も
可
能
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す
。
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連
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や
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容
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１
８
９
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ち
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や
く
）

【
身
体
的
虐
待
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殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
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落
と
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激
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く
揺
さ
ぶ
る

・
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る 

な
ど

【
心
理
的
虐
待
】

・
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視

・
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い

・
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

【
性
的
虐
待
】

・
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る

・
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
る 

な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
・
養
育
を
怠
る
）】

・
ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る

・
乳
幼
児
を
家
に
残
し
て
外
出
す
る

・
食
事
を
与
え
な
い

・
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る

・
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ

て
行
か
な
い 

な
ど

◆
児
童
虐
待
と
は
…

◆
も
し
か
し
た
ら
虐
待
か
も
、
と
思
っ
た
ら
…

市
長
が
市
内
で
１
０
０
歳
を

迎
え
る
方
の
長
寿
を
お
祝
い

市政ニュース

新
任
人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　市
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
10
月
１
日
付
け
で
法
師

人
健
一
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　法
師
人
さ
ん
は
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
人
権
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け

る
ほ
か
、
人
権
に
つ
い

て
の
考
え
を
広
め
る
な

ど
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲ 法師人 健一さん

で
も
畑
仕
事
を
行
う
ほ

ど
、
元
気
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。

　今
年
度
、
市
内
で

１
０
０
歳
以
上
に
な
る

方
は
、
県
内
最
高
齢
の

１
１
０
歳
の
安
達
サ
タ

さ
ん
を
は
じ
め
44
人
に

な
り
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
の

金
利
優
遇
に
係
る
協
定
を
締
結

【
問
い
合
わ
せ
】
建
設
課
建
築
係

　

　☎
８
３ 

・ 

８
１
５
０

　FAX 

８
３ 

・ 

６
２
４
０

　10
月
7
日
（
月
）、
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ

に
お
い
て
、「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
地
域
活
性
化
型
（
防
災

対
策
）
合
同
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　フ
ラ
ッ
ト
35
と
は
、
民
間
金
融
機
関
と
住
宅
金
融

支
援
機
構
が
連
携
し
て
提
供
す
る
、
最
長
35
年
の
全

期
間
固
定
金
利
住
宅
ロ
ー
ン
の
こ
と
で
す
。

　今
年
10
月
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み
に
、「
防
災
対
策
」

が
新
た
に
加
わ
り
、「
独
立
行
政
法
人 

住
宅
金
融
支

援
機
構
」
と
、
住
宅
の
耐
震
建
て
替
え
に
係
る
補
助

を
実
施
し
て
い
る
県
内
23
市
町
に
お
い
て
、
当
協
定

を
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　締
結
式
で
は
、
市
町
の
耐
震
補
助
と
機
構
の
金
利

優
遇
の
相
互
協
力
に
よ
る
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て
、

各
市
町
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
壇
上
に
上
が
り
、
協

定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

　☎
８
３ 

・ 

８
１
２
９

　FAX 

８
３ 

・ 

８
５
５
４

「
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
」
と

「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

派
遣
事
業
の
開
始
」

自
殺
対
策
計
画
を
策
定

　自
殺
対
策
基
本
法
の
改
正
に
基
づ
き
、「
誰
も
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
、『
真
岡
市
自
殺
対
策
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
を
開
始

　「ひ
き
こ
も
り
」
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
家
族

や
本
人
の
依
頼
で
相
談
を
受
け
る
『
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
』
を
開
始
し
ま
す
。

　相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
栃
木
県
子
ど
も
若
者
・

ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ
ラ
リ
ス
★
と
ち
ぎ

（
☎
０
２
８ 

・ 

６
４
３ 

・ 

３
４
５
２
）、
真
岡
市
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
０ 

・ 

７
７
６
５
）、
市
社
会
福

祉
課
障
が
い
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

（5）広報もおか

　今
後
は
、
５
つ
の
基
本

施
策
と
３
つ
の
重
点
施
策

を
柱
と
し
、
自
殺
対
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、市
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

上記のＱＲコードを読み
込むと、市HP「真岡市
自殺対策計画」ページ
にアクセスできます。

QRコード

　糖尿病は自覚症状がほとんどなく、血液検査で
発見される方が多いのが現状です。
　糖尿病は、血糖値を下げるインスリンが正常に
働かず、血液中のブドウ糖（血糖）が増えすぎる
ことにより、じわじわと全身の血管を傷付け、も
ろくする病気です。

　高血糖が続くと、腎臓の血管をもろくし、腎臓の働きを悪
くします。一般的に糖尿病性腎症は、血糖が高い状態が 10年
以上続くと発症するといわれています。

【問い合わせ】健康増進課成人健康係　☎ 83 ・ 8122　FAX83 ・ 8619

　①バランス良く食べる　②野菜をたくさん食べる　③塩分・脂質の取り過ぎに気を付ける
　④糖尿病で治療中の方は、自己判断で治療を中断せず、継続して治療する

腎臓の代わりに、機械で血液をきれいにして、
体に戻す治療法。食事が制限され、身体に負担
がかかり、さらに時間やお金（年間約 552万円）
もかかるため、生活に大きな影響を及ぼします。

人工透析

高血糖者の割合

0
10
20
30
40
50
60

真岡市 県 全国

人工透析になった理由（真岡市）

真岡市における高血
糖者の割合は、県や
全国と比べて高い傾
向にあります。
（H30年度地域・職域診
断サービス報告書より）

56.8
46.4

54.5
（%）

糖尿病性腎症
79%

原因不明
17%糸球体

腎炎
4%

【真岡市国民健康保険H29年 4月～
 H30 年 3月診療分のデータより】



（7）広報もおか 令和元年 11 月号（6）

　市
で
は
、「
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ
も
お

か
〜
だ
れ
も
が
〝
わ
く
わ
く
〞
す

る
街
づ
く
り
〜
」
の
実
現
に
向
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　市
民
意
向
調
査
は
、
施
策
の
成
果

指
標
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

向
や
満
足
度
を
把
握
す
る
た
め
、
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　質
問
は
79
項
目
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
、
生
活
環
境
、
公
共
交
通
、
地
域

づ
く
り
、
地
域
活
動
、
福
祉
、
医
療
、

子
育
て
支
援
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

【
地
域
】
真
岡
市
全
域

【
対
象
】
満
18
歳
以
上
の
市
民

　
　
　
　３
０
０
０
人（
無
作
為
抽
出
）

【
時
期
】
平
成
31
年 

4
月

　
　
　
　
　
　〜
令
和
元
年
5
月

【
方
法
】
調
査
票
は
郵
送
で
配
布
。

　
　
　

  

回
答
は
、
郵
送
ま
た
は

           

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

           

フ
ォ
ン
で
回
答
フ
ォ
ー

           

ム
に
入
力
。

【
回
答
者
数
】
１
２
２
２
人

【
回
収
率
】
40
・
７
％

【特集】市民意向調査

0 10 20 30 40 50 60

活気のあるまち
人情味豊かなまち

お祭りが盛んなまち
緑や自然に恵まれたまち

教育の進んだまち
スポーツなどが盛んなまち

商業が発達したまち
工業が発達したまち
農業の盛んなまち

将来性の感じられるまち
国際交流の盛んなまち

SL の走るまち
道路や住宅地が整備されたまち

いちごのまち
木綿のまち

0.7

4.0

1.8

4.0

1.8

17.2

1.2

0.7

17.2

18.7

23.8

1.9

11.7

2.4

3.9

10.4

3.8

8.3
8.6

1.4
0.9

　数
年
ぶ
り
に
、「
い
ち
ご
の
ま
ち
」
が

51
・
０
％
と
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　次
い
で
、「
Ｓ
Ｌ
の
走
る
ま
ち
」、「
緑

や
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
」
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

　　　　今年
　　　　 昨年

（％）（※2つまで選択）

0 10 20 30 40

農・商・工の調和のとれた活力のあるまち

スポーツの盛んな健康づくりのまち

子育てにやさしいまち

高齢者や障がい者に思いやりのあるまち

公園や広場などが多いうるおいのあるまち

緑の保護育成に力を注ぐ自然豊かなまち

教育が充実しているまち

交通事故や災害のない安全性の高いまち

観光都市としての整備が進み、来客の多いまち

医療機関が充実しているまち

27.8

34.4

32.6

4.4

25.4

7.4

4.6

6.7

11.0

28.7

9.0

9.9

24.9
11.4

10.5

10.1

23.1

　「高
齢
者
や
障
が
い
者
に
思
い
や
り
の

あ
る
ま
ち
」が
、昨
年
と
同
様
に
、35
・
５
％

と
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、次
い
で
、「
農
・

商
・
工
の
調
和
の
と
れ
た
活
力
の
あ
る
ま

ち
」、「
交
通
事
故
や
災
害
の
な
い
安
全
性

の
高
い
ま
ち
」
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　　　　今年
　　　　 昨年

（※2つまで選択）

2.1

2.1

19.1

45.3

42.8

2.7

（％）

10 20 30 40 50 600

10 20 30 400

都市基盤の整備（公園、区画整理等）
バリアフリーのまちづくり
道路、橋りょうの整備

公共交通ネットワークの整備
地域情報化の推進
生涯学習の推進
学校教育の充実
青少年の健全育成

スポーツ・レクリエーションの振興
文化財の保護と文化芸術の振興

国際交流の推進
男女共同参画社会の実現

子育て支援の推進

（※5つまで選択）

自然環境の保全と保護
良好な生活環境の保全

市営住宅の建替、管理と住宅の耐震化
消防防災対策

障がい者の自立と社会参加の支援
低所得者福祉の充実

高齢者の自立と社会参加の支援
健康づくりと地域医療体制の推進

上水道の整備
下水道の整備

ごみ減量化・資源化対策

交通安全の推進
防犯対策の推進
農業の振興
商業の振興
工業の振興
観光の振興

雇用の安定と勤労者福祉
消費者被害に遭わない消費者の自立支援
市民協働（市民活動・地域活動の支援）

市民の市政参加と情報公開
市役所窓口サービスの向上
広域行政・地域連携の充実
行政の効率化と財政の健全化

廃校施設等を活用した地域活性化の取組

0 10 20 30 40 50

19.1
17.4

17.8

16.0

27.3
18.0

2.8
3.4

4.1
3.0

26.6

9.7
8.5

4.0

8.1

2.8
6.5

18.4
12.2

10.1
31.2

23.4

32.4

10.9
5.3

8.5
9.6

10.6
7.4

9.9

10.9

4.6
2.1

14.7
4.1

16.9
10.9

13.8
17.7

14.5

12.9

12.0
8.6

8.8
8.9

21.3
17.5

3.1

2.4

11.7
2.3

　　　　今年
　　　　 昨年

（％）100 20 30 40

23.4

6.4

12.3

11.6

3.0

12.0
11.7

15.5

　仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
れ
ば
効
果
的
だ
と
思
う
か
と

い
う
質
問
で
は
、「
延
長
保
育
、
休
日
保
育
等
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
が
55
・
８
％
で
、
最

も
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

延長保育、休日保育等の
保育サービスの充実

0 20 40 60 80 100

55.3

50.2

（※複数選択可）

保育施設の増設や
入所定員の増員

経済的な支援

仕事と子育ての両立支援
に関する情報提供、

アドバイス等
仕事と子育ての両立支援

に積極的な企業の
取り組み事例紹介

その他

　

　全ての調査結果
については市HP
で閲覧できます。

QRコード

　上記のQRコー
ドを読み込むと、
市HP「市民意向調
査結果」ページに
アクセスできます。

【
問
い
合
わ
せ
】

　総
合
政
策
課
総
合
政
策
係
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１
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37.2

22.6

24.2
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（％）
0 20 40 60 80 100

13.1

7.9

4.4

2.8

17.8
23.9

6.1

10.9

1.6

3.4
3.3

2.8

2.4

13.1

　昨
年
と
同
様
に
、「
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療
体
制
の
推
進
」
が
31
・
１
％
と
、
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

次
い
で
、「
子
育
て
支
援
の
推
進
」、「
学
校
教
育
の
充
実
」
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て
、
関
心
の
高
さ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

（7）広報もおか 令和元年 11 月号（6）

　市
で
は
、「
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ
も
お

か
〜
だ
れ
も
が
〝
わ
く
わ
く
〞
す

る
街
づ
く
り
〜
」
の
実
現
に
向
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　市
民
意
向
調
査
は
、
施
策
の
成
果

指
標
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

向
や
満
足
度
を
把
握
す
る
た
め
、
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　質
問
は
79
項
目
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
、
生
活
環
境
、
公
共
交
通
、
地
域

づ
く
り
、
地
域
活
動
、
福
祉
、
医
療
、

子
育
て
支
援
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

【
地
域
】
真
岡
市
全
域

【
対
象
】
満
18
歳
以
上
の
市
民

　
　
　
　３
０
０
０
人（
無
作
為
抽
出
）

【
時
期
】
平
成
31
年 

4
月

　
　
　
　
　
　〜
令
和
元
年
5
月

【
方
法
】
調
査
票
は
郵
送
で
配
布
。

　
　
　

  

回
答
は
、
郵
送
ま
た
は

           

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

           

フ
ォ
ン
で
回
答
フ
ォ
ー
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活気のあるまち
人情味豊かなまち

お祭りが盛んなまち
緑や自然に恵まれたまち

教育の進んだまち
スポーツなどが盛んなまち

商業が発達したまち
工業が発達したまち
農業の盛んなまち

将来性の感じられるまち
国際交流の盛んなまち

SL の走るまち
道路や住宅地が整備されたまち

いちごのまち
木綿のまち
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　数
年
ぶ
り
に
、「
い
ち
ご
の
ま
ち
」
が

51
・
０
％
と
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　次
い
で
、「
Ｓ
Ｌ
の
走
る
ま
ち
」、「
緑

や
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
」
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

　　　　今年
　　　　 昨年

（％）（※2つまで選択）
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農・商・工の調和のとれた活力のあるまち

スポーツの盛んな健康づくりのまち

子育てにやさしいまち

高齢者や障がい者に思いやりのあるまち

公園や広場などが多いうるおいのあるまち

緑の保護育成に力を注ぐ自然豊かなまち

教育が充実しているまち

交通事故や災害のない安全性の高いまち

観光都市としての整備が進み、来客の多いまち

医療機関が充実しているまち
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　「高
齢
者
や
障
が
い
者
に
思
い
や
り
の

あ
る
ま
ち
」が
、昨
年
と
同
様
に
、35
・
５
％

と
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、次
い
で
、「
農
・

商
・
工
の
調
和
の
と
れ
た
活
力
の
あ
る
ま

ち
」、「
交
通
事
故
や
災
害
の
な
い
安
全
性

の
高
い
ま
ち
」
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　　　　今年
　　　　 昨年

（※2つまで選択）
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都市基盤の整備（公園、区画整理等）
バリアフリーのまちづくり
道路、橋りょうの整備

公共交通ネットワークの整備
地域情報化の推進
生涯学習の推進
学校教育の充実
青少年の健全育成

スポーツ・レクリエーションの振興
文化財の保護と文化芸術の振興

国際交流の推進
男女共同参画社会の実現

子育て支援の推進

（※5つまで選択）

自然環境の保全と保護
良好な生活環境の保全

市営住宅の建替、管理と住宅の耐震化
消防防災対策

障がい者の自立と社会参加の支援
低所得者福祉の充実

高齢者の自立と社会参加の支援
健康づくりと地域医療体制の推進

上水道の整備
下水道の整備

ごみ減量化・資源化対策

交通安全の推進
防犯対策の推進
農業の振興
商業の振興
工業の振興
観光の振興

雇用の安定と勤労者福祉
消費者被害に遭わない消費者の自立支援
市民協働（市民活動・地域活動の支援）

市民の市政参加と情報公開
市役所窓口サービスの向上
広域行政・地域連携の充実
行政の効率化と財政の健全化

廃校施設等を活用した地域活性化の取組
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　　　　今年
　　　　 昨年
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　仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
れ
ば
効
果
的
だ
と
思
う
か
と

い
う
質
問
で
は
、「
延
長
保
育
、
休
日
保
育
等
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
が
55
・
８
％
で
、
最

も
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

延長保育、休日保育等の
保育サービスの充実
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（※複数選択可）

保育施設の増設や
入所定員の増員

経済的な支援

仕事と子育ての両立支援
に関する情報提供、

アドバイス等
仕事と子育ての両立支援

に積極的な企業の
取り組み事例紹介

その他

　

　全ての調査結果
については市HP
で閲覧できます。

QRコード

　上記のQRコー
ドを読み込むと、
市HP「市民意向調
査結果」ページに
アクセスできます。
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　昨
年
と
同
様
に
、「
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療
体
制
の
推
進
」
が
31
・
１
％
と
、
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

次
い
で
、「
子
育
て
支
援
の
推
進
」、「
学
校
教
育
の
充
実
」
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て
、
関
心
の
高
さ
が
表
れ
て
い
ま
す
。



令和元年11 月号（8）（9）広報もおか

報徳田稲刈り

10 月 6 日（日）井頭公園周辺

9月 28 日（土）根本山自然観察センター
根本山しぜん体験教室

9月 27 日（金）第一子育て支援センター

　“第36回真岡井頭マラソン大会”が開催され、県内
外から1,500人を超えるランナーが参加しました。開
会式では、親子ランナーによる選手宣誓が行われ、各
コースの選手たちが次々とスタートしていきました。
あいにくの雨模様でしたが、選手たちは、それぞれの
ペースでゴールを目指し一生懸命走り抜きました。

　中村八幡宮例大祭が開催され、羽織を身にまとっ
た射手たちが参道を駆け抜け、流鏑馬の妙技を披露
しました。流鏑馬のほかにも、抜刀術大会や太太神
楽の奉納、こども乗馬体験なども行われ、最後は、
中村八幡宮大神輿が参道を渡御し、担ぎ手の威勢の
いい掛け声で、お祭りは大いに盛り上がりました。

　根本山しぜん体験教室“野の花で生け花をしよ
う”が開催されました。参加者は、講師から草花の
説明を受けた後、チョウの谷と呼ばれる坂を下り
ながら、野草を観察し、野の花を摘んでいきました。
センターに戻ると、竹で作った器に、摘んできた
草花を生け、根本山の自然を楽しみました。

　5月に植えた苗が収穫の時期を迎え“尊徳さんの
田んぼで米作り体験”の稲刈りが行われました。太
陽の恵みをいっぱいに受けた立派な稲穂を昔ながら
の手作業で刈り取り、今では珍しい「おだがけ」に
して乾燥させました。最後に、おにぎりとけんちん
汁が配られ、みんなでおいしくいただきました。

9 月 29 日（日）桜町陣屋跡

　コラボーレもおか主催の“こらぼ茶話”で、今回は、
手ぬぐいを利用したかぶりものを作りました。久し
ぶりの裁縫に苦戦する参加者もいましたが、分から
ないところは互いに教え合い、楽しくにぎやかな雰
囲気で仕上げていました。完成すると早速頭にかぶ
り、その出来栄えにとても満足そうでした。

9 月 25 日（水）二宮コミュニティセンター

9月 15 日（日）中村八幡宮
中村八幡宮例大祭

交通安全教室第36回真岡井頭マラソン

　第一子育て支援センターで“交通安全教室”が
開催され、真岡警察署の方と市の交通教育指導員
から交通安全の話を聞きました。腹話術を使った
交通ルールの話では、人形の「しんちゃん」と一
緒に、道路の歩き方や渡り方などを楽しく学び、
親子で交通安全への意識を深めました。

手ぬぐいで作る かぶりものこらぼ茶話

大道泉　鈴木 敦子 さん

東光寺
梅野 和子 さん　滉

こうだい

大くん

野の花で生け花をしよう

さくら
星
ほし

 百
も も か

花 ちゃん　凛
りん か

花ちゃん

さくら  横田 達也 さん　知子さん
　　 一真くん　知可子ちゃん
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平
成
30
年
度

（11）広報もおか

■
本
市
の
財
政
力

　

財
政
上
、
一
定
の
基
準
（
財
政
力
指
数
が
１
）
以
上
の
場
合
、

富
裕
団
体
と
し
て
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
が
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
。
平
成
30
年
度
、
本
市
の
財
政
力
指
数
は
、
0
・
８
４
７

と
な
り
、
昨
年
度
（
０
・
８
３
２
）
に
引
き
続
き
普
通
交
付
税
の

交
付
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

■
普
通
会
計

　平
成
30
年
度
の
普
通
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
３
３
８
億

７
５
７
０
万
円
、
歳
出
が
３
１
４
億
７
９
６
６
万
円
で
、
差
引
残

高
23
億
９
６
０
４
万
円
が
翌
年
度
に
繰
越
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入
は
約
１
２
０
９
万
円
の
増
加

　平
成
30
年
度
の
本
市
の
歳
入
は
、
平
成
29
年
度
と
比
較
す
る
と
、

１
２
０
９
万
円
、
０
・
０
４
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

特別会計
会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額

国民健康保険 94億 9,076 万円 88億 7,551 万円

後期高齢者医療 8億 1,302 万円 7億 2,434 万円

介護保険 59億 8,241 万円 58億 6,718 万円

公共下水道事業 23億 2,632 万円 21億 6,664 万円

農業集落排水事業 5億 5,795 万円 4億 5,944 万円

合　　計 191 億 7,046 万円 180 億 9,311 万円

特定の事業を行うために、普通会計
と区別して経理される会計です。

水道事業会計
区 分 収 入 額 支 出 額

収益的収支 13億 1,171 万円 12億 1,449 万円

資本的収支 2億 1,186 万円 8億 9,181 万円

真岡市では、水道事業を
企業会計としています。

平成 30年度末市債（元金）残高の状況
普 通 会 計 249億 4,101 万円

特
別
会
計

公共下水道事業 107億 3,901 万円

農業集落排水事業 24億 9,786 万円

計 132億 3,687 万円

水 道 事 業 会 計 44億 8,275 万円

合　　計 426 億 6,063 万円

　
本
市
の
平
成
30
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
納
め
た
税
金
や
、
国
や
県
か
ら
の
お
金
（
交
付
金
）
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
す
指
標
（
財
政
健
全
化
判

断
比
率
等
）
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
こ
に
出
て
く
る
数
値
は
「
普
通
会
計
」
と
い
う
総
務
省
が
行

う
地
方
財
政
調
査
の
調
査
基
準
に
基
づ
く
た
め
、
真
岡
市
の
「
一

般
会
計
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

公有財産 土地（借地を含む） 3,613,927m2

建物 294,982 m2

山林 258,854 m2

有価証券 1億 8,950 万円
出資による権利 1億　807万円

物 品 938品
債 権 1億 5,608 万円
基 金　財政調整基金等 130億 4,139 万円

市有財産の状況

令和元年 11 月号（10）

■歳入 338 億 7,570 万円■歳出 314 億 7,966 万円 普 通 会 計

歳

　入

●
国
庫
支
出
金
…
市
が
行
う
特
定
の

事
業
費
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
対

し
、
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
お
金

●
地
方
交
付
税
…
国
税
の
う
ち
、
一
定

の
基
準
で
市
に
交
付
さ
れ
る
お
金

●
市
債
…
市
が
事
業
を
行
う
た
め
に

国
や
県
、
銀
行
、
市
民
な
ど
か
ら

借
り
入
れ
る
お
金

※
長
期
に
わ
た
っ
て
返
済
す
る
こ
と

　に
よ
り
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
を

　図
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

●
県
支
出
金
…
市
が
行
う
特
定
の
事

業
費
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
対

し
、
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
お
金

●
地
方
消
費
税
交
付
金
…
県
が
徴
収

す
る
地
方
消
費
税
か
ら
、
一
定
の

基
準
で
市
に
交
付
さ
れ
る
お
金

歳

　出
（
目
的
別
）

●
民
生
費
…
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児

童
な
ど
の
福
祉
全
般
に
か
か
る
経
費

●
総
務
費
…
市
役
所
の
全
般
的
な
事

務
に
か
か
る
経
費

●
教
育
費
…
小
・
中
学
校
の
運
営
や

社
会
教
育
に
か
か
る
経
費

●
土
木
費
…
道
路
や
公
園
、
市
営
住

宅
の
整
備
な
ど
に
か
か
る
経
費

●
衛
生
費
…
市
民
の
健
康
、
ご
み
処

理
な
ど
に
か
か
る
経
費

●
公
債
費
…
市
が
事
業
を
行
う
た
め

に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
金

●
商
工
費
…
商
工
業
の
振
興
、
観
光

事
業
な
ど
に
か
か
る
経
費

●
消
防
費
…
消
防
活
動
、
消
防
施
設

の
整
備
な
ど
に
か
か
る
経
費

●
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
や
畜
産

業
に
か
か
る
経
費

歳

　出
（
性
質
別
）

●
扶
助
費
…
こ
ど
も
医
療
費
助
成
や

生
活
保
護
な
ど
に
か
か
る
経
費

●
人
件
費
…
職
員
の
給
与
・
退
職
金

な
ど
に
か
か
る
経
費

●
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
・
公
園
・

河
川
・
建
物
な
ど
の
整
備
に
か
か

る
経
費

●
物
件
費
…
事
業
の
推
進
や
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
等
に
か
か
る
経
費

●
補
助
費
等
…
消
防
や
ご
み
処
理
な

ど
へ
の
負
担
金
お
よ
び
補
助
金

●
繰
出
金
…
国
民
健
康
保
険
、
介
護

　保
険
な
ど
の
特
別
会
計
へ
繰
り
出

　す
お
金

●
積
立
金
・
出
資
金
・
貸
付
金
…
基

金
の
積
み
立
て
、
水
道
事
業
へ
の

出
資
、
商
工
振
興
資
金
な
ど
貸
し

付
け
る
お
金

市税
129 億 9,542 万円
 （38.4％）

諸収入
25 億 1,207 万円
 （7.4％）

国庫支出金
43 億 4,951 万円 
 （12.8％）

地方交付税
32 億 6,301 万円
 （9.6％）

市債
26 億 5,988 万円
 （7.9％）

県支出金
20 億 4,448 万円
 （6.0％）

繰越金
19 億 8,025 万円
 （5.8％）

公債費
24 億 4,220 万円
 （7.8％）

教育費
41 億 1,816 万円
 （13.1％）

衛生費
29 億 1,268 万円
 （9.3％）

その他
2億7,280万円 （0.8％）

消防費 
12億4,799万円（4.0％）

その他 
17 億 6,234 万円  
 （5.2％）

歳入

自主財源 56.8％依存財源 43.2％

歳出
（目的別）

義務的経費 41.6％その他の経費 43.9％

※介護保険は、保険事業勘定・介護サービス事業勘定の合計額です。

【
県
支
出
金
・
繰
越
金
の
増
加
】

　県
支
出
金
は
、
休
日
夜
間
急
患
診
療
所
整
備
事
業
費
補
助
金

な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
１
億
７
５
９
９
万
円
、

９
・
４
％
の
増
加
、
繰
越
金
は
、
前
年
度
と
比
べ
２
億
３
３
９
１
万

円
、
13
・
４
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

【
国
庫
支
出
金
・
諸
収
入
の
減
少
】

　国
庫
支
出
金
は
、
小
中
学
校
施
設
整
備
費
補
助
金
な
ど
の
減
少

に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
２
億
２
２
２
６
万
円
、
４
・
９
％
の
減
少
、

諸
収
入
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
運
営
資
金
貸
付
金
元
金
収
入
の

減
少
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
６
４
６
７
万
円
、
２
・
５
％
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
出
は
約
4
億
３
７
０
万
円
の
減
少

　歳
出
は
、
平
成
29
年
度
に
比
べ
、
４
億
３
７
０
万
円
、
１
・
３
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

【
目
的
別
内
訳
の
特
徴
】

　衛
生
費
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
跡
地
整
備
事
業
費
な
ど
の
増
加

に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
、
４
億
３
１
１
３
万
円
、
17
・
４
％
の
増

加
、
商
工
費
は
、
１
億
３
７
４
５
万
円
、
10
・
８
％
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
総
務
費
は
、
基
金
積
立
金
の
減
少
に
よ
り
前

年
度
と
比
べ
２
億
６
１
３
７
万
円
、５
・
７
％
の
減
少
、土
木
費
は
、

２
億
７
６
３
６
万
円
、
８
・
４
％
の
減
少
、
教
育
費
は
、
学
校
施

設
管
理
費
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
９
億
５
３
２
７
万
円
、

18
・
８
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

【
性
質
別
内
訳
の
特
徴
】

　義
務
的
経
費
の
構
成
比
は
41
・
６
％
、

前
年
度
と
比
べ
、
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
の
増

加
、
投
資
的
経
費
の
構
成
比
は
14
・
５
％
、

前
年
度
と
比
べ
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
、

積
立
金
・
出
資
金
・
貸
付
金
の
構
成
比
は
、

基
金
積
立
金
の
減
少
に
よ
り
、
７
・
７
％
、

前
年
度
と
比
べ
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

民生費
107 億 2,809 万円
 （34.0％） 地方消費税交付金

15 億 5,124 万円
 （4.6％）商工費 

14 億 756 万円
 （4.5％）

総務費
43 億 1,035 万円
 （13.7％）

その他
7億5,750万円（2.3％）

土木費
30 億 2,817 万円
 （9.6％）

農林水産業費
10億1,166万円（3.2％）

歳出
（性質別）

投資的経費 14.5％

人件費
39 億 911 万円
 （12.4％）

公債費
24 億 4,220 万円
 （7.8％）

普通建設事業費
45 億 7,306 万円
 （14.5％）

維持補修費
2 億 5,186 万円 （0.8％）

繰出金
33 億 3,205 万円
 （10.6％）

物件費
43 億 2,200 万円
 （13.8％）

積立金・出資金
・貸付金
24 億 3,268 万円
 （7.7％）

補助費等
34 億 6,863 万円
 （11.0％）

扶助費
67 億 4,807 万円
 （21.4％）

平
成
30
年
度

（11）広報もおか

■
本
市
の
財
政
力

　

財
政
上
、
一
定
の
基
準
（
財
政
力
指
数
が
１
）
以
上
の
場
合
、

富
裕
団
体
と
し
て
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
が
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
。
平
成
30
年
度
、
本
市
の
財
政
力
指
数
は
、
0
・
８
４
７

と
な
り
、
昨
年
度
（
０
・
８
３
２
）
に
引
き
続
き
普
通
交
付
税
の

交
付
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

■
普
通
会
計

　平
成
30
年
度
の
普
通
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
３
３
８
億

７
５
７
０
万
円
、
歳
出
が
３
１
４
億
７
９
６
６
万
円
で
、
差
引
残

高
23
億
９
６
０
４
万
円
が
翌
年
度
に
繰
越
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入
は
約
１
２
０
９
万
円
の
増
加

　平
成
30
年
度
の
本
市
の
歳
入
は
、
平
成
29
年
度
と
比
較
す
る
と
、

１
２
０
９
万
円
、
０
・
０
４
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

特別会計
会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額

国民健康保険 94億 9,076 万円 88億 7,551 万円

後期高齢者医療 8億 1,302 万円 7億 2,434 万円

介護保険 59億 8,241 万円 58億 6,718 万円

公共下水道事業 23億 2,632 万円 21億 6,664 万円

農業集落排水事業 5億 5,795 万円 4億 5,944 万円

合　　計 191 億 7,046 万円 180 億 9,311 万円

特定の事業を行うために、普通会計
と区別して経理される会計です。

水道事業会計
区 分 収 入 額 支 出 額

収益的収支 13億 1,171 万円 12億 1,449 万円

資本的収支 2億 1,186 万円 8億 9,181 万円

真岡市では、水道事業を
企業会計としています。

平成 30年度末市債（元金）残高の状況
普 通 会 計 249億 4,101 万円

特
別
会
計

公共下水道事業 107億 3,901 万円

農業集落排水事業 24億 9,786 万円

計 132億 3,687 万円

水 道 事 業 会 計 44億 8,275 万円

合　　計 426 億 6,063 万円

　
本
市
の
平
成
30
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
納
め
た
税
金
や
、
国
や
県
か
ら
の
お
金
（
交
付
金
）
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
す
指
標
（
財
政
健
全
化
判

断
比
率
等
）
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
こ
に
出
て
く
る
数
値
は
「
普
通
会
計
」
と
い
う
総
務
省
が
行

う
地
方
財
政
調
査
の
調
査
基
準
に
基
づ
く
た
め
、
真
岡
市
の
「
一

般
会
計
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

公有財産 土地（借地を含む） 3,613,927m2

建物 294,982 m2

山林 258,854 m2

有価証券 1億 8,950 万円
出資による権利 1億　807万円

物 品 938品
債 権 1億 5,608 万円
基 金　財政調整基金等 130億 4,139 万円

市有財産の状況

令和元年 11 月号（10）

■歳入 338 億 7,570 万円■歳出 314 億 7,966 万円 普 通 会 計

歳

　入

●
国
庫
支
出
金
…
市
が
行
う
特
定
の

事
業
費
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
対

し
、
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
お
金

●
地
方
交
付
税
…
国
税
の
う
ち
、
一
定

の
基
準
で
市
に
交
付
さ
れ
る
お
金

●
市
債
…
市
が
事
業
を
行
う
た
め
に

国
や
県
、
銀
行
、
市
民
な
ど
か
ら

借
り
入
れ
る
お
金

※
長
期
に
わ
た
っ
て
返
済
す
る
こ
と

　に
よ
り
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
を

　図
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

●
県
支
出
金
…
市
が
行
う
特
定
の
事

業
費
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
対

し
、
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
お
金

●
地
方
消
費
税
交
付
金
…
県
が
徴
収

す
る
地
方
消
費
税
か
ら
、
一
定
の

基
準
で
市
に
交
付
さ
れ
る
お
金

歳

　出
（
目
的
別
）

●
民
生
費
…
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児

童
な
ど
の
福
祉
全
般
に
か
か
る
経
費

●
総
務
費
…
市
役
所
の
全
般
的
な
事

務
に
か
か
る
経
費

●
教
育
費
…
小
・
中
学
校
の
運
営
や

社
会
教
育
に
か
か
る
経
費

●
土
木
費
…
道
路
や
公
園
、
市
営
住

宅
の
整
備
な
ど
に
か
か
る
経
費

●
衛
生
費
…
市
民
の
健
康
、
ご
み
処

理
な
ど
に
か
か
る
経
費

●
公
債
費
…
市
が
事
業
を
行
う
た
め

に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
金

●
商
工
費
…
商
工
業
の
振
興
、
観
光

事
業
な
ど
に
か
か
る
経
費

●
消
防
費
…
消
防
活
動
、
消
防
施
設

の
整
備
な
ど
に
か
か
る
経
費

●
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
や
畜
産

業
に
か
か
る
経
費

歳

　出
（
性
質
別
）

●
扶
助
費
…
こ
ど
も
医
療
費
助
成
や

生
活
保
護
な
ど
に
か
か
る
経
費

●
人
件
費
…
職
員
の
給
与
・
退
職
金

な
ど
に
か
か
る
経
費

●
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
・
公
園
・

河
川
・
建
物
な
ど
の
整
備
に
か
か

る
経
費

●
物
件
費
…
事
業
の
推
進
や
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
等
に
か
か
る
経
費

●
補
助
費
等
…
消
防
や
ご
み
処
理
な

ど
へ
の
負
担
金
お
よ
び
補
助
金

●
繰
出
金
…
国
民
健
康
保
険
、
介
護

　保
険
な
ど
の
特
別
会
計
へ
繰
り
出

　す
お
金

●
積
立
金
・
出
資
金
・
貸
付
金
…
基

金
の
積
み
立
て
、
水
道
事
業
へ
の

出
資
、
商
工
振
興
資
金
な
ど
貸
し

付
け
る
お
金

市税
129 億 9,542 万円
 （38.4％）

諸収入
25 億 1,207 万円
 （7.4％）

国庫支出金
43 億 4,951 万円 
 （12.8％）

地方交付税
32 億 6,301 万円
 （9.6％）

市債
26 億 5,988 万円
 （7.9％）

県支出金
20 億 4,448 万円
 （6.0％）

繰越金
19 億 8,025 万円
 （5.8％）

公債費
24 億 4,220 万円
 （7.8％）

教育費
41 億 1,816 万円
 （13.1％）

衛生費
29 億 1,268 万円
 （9.3％）

その他
2億7,280万円 （0.8％）

消防費 
12億4,799万円（4.0％）

その他 
17 億 6,234 万円  
 （5.2％）

歳入

自主財源 56.8％依存財源 43.2％

歳出
（目的別）

義務的経費 41.6％その他の経費 43.9％

※介護保険は、保険事業勘定・介護サービス事業勘定の合計額です。

【
県
支
出
金
・
繰
越
金
の
増
加
】

　県
支
出
金
は
、
休
日
夜
間
急
患
診
療
所
整
備
事
業
費
補
助
金

な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
１
億
７
５
９
９
万
円
、

９
・
４
％
の
増
加
、
繰
越
金
は
、
前
年
度
と
比
べ
２
億
３
３
９
１
万

円
、
13
・
４
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

【
国
庫
支
出
金
・
諸
収
入
の
減
少
】

　国
庫
支
出
金
は
、
小
中
学
校
施
設
整
備
費
補
助
金
な
ど
の
減
少

に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
２
億
２
２
２
６
万
円
、
４
・
９
％
の
減
少
、

諸
収
入
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
運
営
資
金
貸
付
金
元
金
収
入
の

減
少
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
６
４
６
７
万
円
、
２
・
５
％
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
出
は
約
4
億
３
７
０
万
円
の
減
少

　歳
出
は
、
平
成
29
年
度
に
比
べ
、
４
億
３
７
０
万
円
、
１
・
３
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

【
目
的
別
内
訳
の
特
徴
】

　衛
生
費
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
跡
地
整
備
事
業
費
な
ど
の
増
加

に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
、
４
億
３
１
１
３
万
円
、
17
・
４
％
の
増

加
、
商
工
費
は
、
１
億
３
７
４
５
万
円
、
10
・
８
％
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
総
務
費
は
、
基
金
積
立
金
の
減
少
に
よ
り
前

年
度
と
比
べ
２
億
６
１
３
７
万
円
、５
・
７
％
の
減
少
、土
木
費
は
、

２
億
７
６
３
６
万
円
、
８
・
４
％
の
減
少
、
教
育
費
は
、
学
校
施

設
管
理
費
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
９
億
５
３
２
７
万
円
、

18
・
８
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

【
性
質
別
内
訳
の
特
徴
】

　義
務
的
経
費
の
構
成
比
は
41
・
６
％
、

前
年
度
と
比
べ
、
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
の
増

加
、
投
資
的
経
費
の
構
成
比
は
14
・
５
％
、

前
年
度
と
比
べ
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
、

積
立
金
・
出
資
金
・
貸
付
金
の
構
成
比
は
、

基
金
積
立
金
の
減
少
に
よ
り
、
７
・
７
％
、

前
年
度
と
比
べ
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

民生費
107 億 2,809 万円
 （34.0％） 地方消費税交付金

15 億 5,124 万円
 （4.6％）商工費 

14 億 756 万円
 （4.5％）

総務費
43 億 1,035 万円
 （13.7％）

その他
7億5,750万円（2.3％）

土木費
30 億 2,817 万円
 （9.6％）

農林水産業費
10億1,166万円（3.2％）

歳出
（性質別）

投資的経費 14.5％

人件費
39 億 911 万円
 （12.4％）

公債費
24 億 4,220 万円
 （7.8％）

普通建設事業費
45 億 7,306 万円
 （14.5％）

維持補修費
2 億 5,186 万円 （0.8％）

繰出金
33 億 3,205 万円
 （10.6％）

物件費
43 億 2,200 万円
 （13.8％）

積立金・出資金
・貸付金
24 億 3,268 万円
 （7.7％）

補助費等
34 億 6,863 万円
 （11.0％）

扶助費
67 億 4,807 万円
 （21.4％）



有機塩素系
化合物

荒町 ･田町 ･台町 ･松山町・八木岡 ･石島
･久下田のそれぞれの一部

六価クロム 鬼怒ケ丘の一部

硝酸性窒素
および

亜硝酸性窒素

西郷・下大田和・下籠谷・寺内・若旅・中・
加倉・下大沼・松山町 ･八木岡 ･上大曽 ･
久下田･古山･長島･石島･さくら･西大島
･鷲巣 ･境 ･程島のそれぞれの一部

ほう素 鬼怒ケ丘

　市内を流れる河川の水質検査を定期的に行っています。
　人の健康の保護に関する環境基準である有害物質（カドミウムなど 27項目）は、すべて環
境基準に適合していました。また、生活環境項目のうち、代表的な水質指標であるBOD（生
物化学的酸素要求量）の平均値については、すべての河川で環境基準に適合していました。
　また、公共下水道や浄化槽の普及・促進、工場の排水検査などの実施により、河川の良好な
水質が保たれています。

令和元年 11 月号（12）

五行川 1.3 1.3 1.4
行屋川 1.2 1.0 0.9
小貝川 0.9 1.1 1.1
鬼怒川 1.2 1.1 1.1
江  川 1.6 1.2 1.1

【BOD（※）値経年変化（年平均）】（単位：mg/ ℓ）

　※地下水（井戸水）の水質検査は、県東健康福祉センターにご相談ください。
　　県東健康福祉センター　☎ 83 ・ 7220

【問い合わせ】 財政課財政係　☎ 83・8104　FAX 83・5896

※財政の早期健全化…上記比率のいずれかが早期健全化基準以上の場合には、早期健全化計画を
策定し、自主的な改善努力による財政の健全化に取り組まなければなりません。

※財政の再生…上記比率のいずれかが財政再生基準以上の場合には、財政再生計画を策定し、
国等の関与による確実な再生に取り組まなければなりません。

①実質赤字比率…一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率（黒字のため
「ー」表示としています）
②連結実質赤字比率…全会計を対象とした実質赤字または資金の不足額の標準財政規模に対す
る比率（黒字のため「－」　表示としています）

③実質公債費比率…一般会計等が負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模に対す
る比率

④将来負担比率…一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率（将
来負担がないため「－」表示としています）

※経営の健全化…比率が 20％以上となった場合には、経営健全化計画を策定し、自主的な改善
努力による経営の健全化に取り組まなければなりません。

■財政健全化判断比率

■資金不足比率

財政健全化判断比率等の状況

（単位：％）

（単位：％）

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」により、平成 30 年度
決算に基づき算定した本市の各比率は、下記のとおり全て早期健全化基準を下回って
おり、財政的に健全な状況にあります。

比 率 名 比率 早期健全化基準 財政再生基準 （参考）黒字の場合の比率

①実質赤字比率 ー   12.61 20.00  12.5

②連結実質赤字比率 ー   17.61 30.00    33.44　

③実質公債費比率 5.2   25.00 35.00

④将来負担比率 ー 350.00

会 計 名 比率 説　　明 経営健全化基準 （参考）黒字の場合の比率

公共下水道事業 ー 公営企業ごとの資金不足額
の事業の規模に対する比率
（各会計とも赤字または資
金不足を生じていないため
「－」表示としています）

20.0 16.92

農業集落排水事業 ー 20.0 95.45

水道事業 ー 20.0 218.09

  

（13）広報もおか

【問い合わせ】環境課公害対策係　☎ 83・8127　FAX 83・5896

※BOD…有機物の汚れを示す指標（基準値：2mg/ ℓ以下）。数値が大きいほど汚れている。

　市内地下水の状況を把握するための水質調査（概況調査）を実施しています。
これまでに汚染が確認されている地域については、栃木県と共同で継続監視調査を行っています。
　現在、汚染が確認されている地域は下表のとおりです。

　市の水環境について、各種調査を実施しています。経年変化を把握し、公害発生の未然防
止を図るため、平成 30年度に調査した結果についてお知らせします。

地下水（井戸水）
を飲用している方
は、定期的な水質
検査（※）を行い、
安全性を確認する
ことをおすすめし
ます。

　市ＨＰに、平成 30年度に調査したその他の各種調
査結果等や真岡市の環境についてまとめた『真岡市
の環境』および『資料編』を掲載しています。

←左記ＱＲコードを読み込
むと、市ＨＰの詳細ページ
にアクセスできます。

　『環境基準』とは
環境基本法により、人の健康
の保護や生活環境の保全のため
に、定められた基準のこと。

有機塩素系
化合物

荒町 ･田町 ･台町 ･松山町・八木岡 ･石島
･久下田のそれぞれの一部

六価クロム 鬼怒ケ丘の一部
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　市内を流れる河川の水質検査を定期的に行っています。
　人の健康の保護に関する環境基準である有害物質（カドミウムなど 27項目）は、すべて環
境基準に適合していました。また、生活環境項目のうち、代表的な水質指標であるBOD（生
物化学的酸素要求量）の平均値については、すべての河川で環境基準に適合していました。
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　市内地下水の状況を把握するための水質調査（概況調査）を実施しています。
これまでに汚染が確認されている地域については、栃木県と共同で継続監視調査を行っています。
　現在、汚染が確認されている地域は下表のとおりです。

　市の水環境について、各種調査を実施しています。経年変化を把握し、公害発生の未然防
止を図るため、平成 30年度に調査した結果についてお知らせします。

地下水（井戸水）
を飲用している方
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1・8・
15・22・
29日（金）

午前11時～
◆絵本タイム
　絵本の読み聞かせ
　おすすめ絵本などの紹介

5・12・
19・26日
（火）

午前10時～
◆英語おはなし会
　ジル・シルバン先生による
　英語の絵本の読み聞かせ

9日
（土）

午後2時～ ◆もおかとしょかんの
　おはなし会

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）（25分）
「忍たま乱太郎の宇宙大冒険
with コズミックフロント☆
NEXT宇宙の始まりの段」

16日
（土） 午後2時～ ◆おはなしの森

19日
（火） 午後2時～ ◆映写会（大人向け）（69分）

 「終わらない人　宮﨑駿」
【休館日】11・18・25日（月曜日）

7日
（木）

午前 10時
　 30 分～

◆ひばりの会
　読み聞かせ

9日
（土） 午前10時～

◆キャンドルの会
　絵本の読み聞かせ&工作
　（かんらん車）を作ろう

23日
（土）

午後2時～ ◆にのみやとしょかんの
　おはなし会

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）（31分）
「そんごくう　ほか 2話」

26日
（火）

午前 10時
　 30 分～

◆子育て支援センター
　絵本の読み聞かせ

28日
（木） 午後2時～ ◆映写会（大人向け）（58分）

　「毛糸の指輪」
【休館日】11・18・25日（月曜日）

【問い合
わせ】市立図書館

 ☎ 84・6151 FAX83・6199 【問い合わ
せ】二宮図書館　☎ 74・0286

真岡市立図書館 二宮図書館

令和元年 11 月号（14）

第391回

古
ふる

澤
さわ

　眞
まこと

さん

（台町在住 ･84 歳）

　私
は
昭
和
10
年
、
台
町
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
小
学
4
年
生
の

頃
、
真
岡
駅
周
辺
に
ひ
ら
ひ
ら

と
燃
え
る
焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ
、

日
赤
や
真
岡
駅
周
辺
を
焼
き
尽

く
し
、
私
た
ち
家
族
は
被
災
し

ま
し
た
。
見
慣
れ
た
町
並
み
が

一
瞬
で
な
く
な
り
、
心
が
ぎ
ゅ

う
っ
と
締
め
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　終
戦
後
は
、
日
本
中
が
食
糧

難
に
陥
り
、
さ
つ
ま
い
も
粉
の

パ
ン
や
す
い
と
ん
を
食
べ
て
飢

え
を
し
の
ぎ
、互
い
に
助
け
合
っ

て
な
ん
と
か
生
き
延
び
ま
し
た
。

　6
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
男

だ
っ
た
私
は
、
弟
や
妹
が
将
来
苦

労
し
な
い
よ
う
に
、
高
校
だ
け

で
も
卒
業
さ
せ
て
や
り
た
い
と

思
い
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、

家
族
の
幸
せ
を
第
一
に
願
っ
て

▲

埼
玉
県
の
紡
績
工
場
に
5
年
ほ
ど

出
稼
ぎ
に
行
き
、
家
計
を
支
え
、

そ
の
後
は
実
家
に
戻
っ
て
父
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
屋
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　当
時
は
水
道
が
な
く
、
ポ
ン
プ

で
水
を
汲
み
上
げ
、
木
の
洗
濯
板

で
洋
服
を
洗
い
ま
し
た
。
消
毒
の

技
術
も
ま
だ
発
達
し
て
お
ら
ず
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
な
ど
は
大
き
な
釜
で

煮
て
、熱
湯
消
毒
を
行
い
ま
し
た
。

　ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
だ
け
で
生
計

を
立
て
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、

日
赤
の
白
衣
を
何
十
枚
も
洗
っ
た

り
、
衣
服
を
自
宅
ま
で
届
け
た
り

と
、
ど
こ
よ
り
も
親
切
な
接
客
を

心
掛
け
、
市
内
外
に
お
客
さ
ん
を

増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
配
達
作

業
は
と
て
も
大
変
で
、
道
路
が
ま

だ
き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、

車
の
普
及
率
も
低
い
時
代
で
す
。

何
度
も
転
び
な
が
ら
砂
利
道
を
何

十
キ
ロ
も
自
転
車
で
走
り
ぬ
け
ま

し
た
。
こ
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
お
米
が
買
え
、
食
べ
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　実
家
は
相
変
わ
ら
ず
裕
福
と

は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
弟
た

ち
を
無
事
に
高
校
や
大
学
ま
で

進
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
家
族
の
体
調
が
悪
い
と
き

は
、
ど
ん
な
に
大
変
で
も
必
ず
病

院
に
連
れ
て
行
き
、
た
ま
に
は
み

ん
な
で
外
食
を
し
、
誰
よ
り
も
家

族
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

　周
り
の
方
た
ち
に
は
、
と
て

も
恵
ま
れ
て
い
て
、
埼
玉
の
会

社
の
同
僚
や
、
取
引
先
の
方
な

ど
と
は
、
今
で
も
付
き
合
い
が

あ
り
、
年
に
一
度
は
共
に
旅
行

を
し
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
の

北
か
ら
南
ま
で
、
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
の
地
域
を
巡
り
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

　気
づ
け
ば
私
も
80
歳
を
超
え

ま
し
た
。
自
分
が
生
か
さ
れ
て
い

る
地
球
と
は
、
ど
ん
な
も
の
な
の

か
、
日
本
は
ど
ん
な
歴
史
が
あ
る

の
か
、
本
を
読
ん
で
学
ん
で
い
ま

す
。
人
生
と
い
う
戻
れ
な
い
旅
と

向
き
合
い
、
こ
の
地
球
に
人
間
と

し
て
生
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
、
い
つ
か
地
球
と
い
う
星
に

な
っ
て
眠
り
に
つ
く
と
き
ま
で
、

一
日
一
日
を
大
切
に
楽
し
く
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

奥様や友達と旅行先にて
（右が古澤さん）

シリーズ 437

在
宅
の
高
齢
者
に

カ
ニ
を
勧
め
る
電
話
勧
誘
に
注
意

《 

事
例 

》

　「
以
前
注
文
さ
れ
た
カ
ニ
を

送
り
ま
す
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

頼
ん
で
い
な
い
と
答
え
た
が
、

「
２
万
円
で
す
、代
引
き
で
送
る
」

と
言
わ
れ
、
一
方
的
に
電
話
を

切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
カ
ニ
が

届
い
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　在
宅
率
の
高
い
高
齢
者
が
、

年
末
に
向
け
て
、
カ
ニ
な
ど
の

海
産
物
を
電
話
で
勧
め
ら
れ
、

「
強
引
に
契
約
を
迫
ら
れ
た
」

「
断
っ
た
の
に
商
品
が
送
ら
れ
て

き
た
」
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
送

り
付
け
ら
れ
て
も
、
消
費
者
が

承
諾
し
て
い
な
い
場
合
は
、
契

約
は
成
立
し
て
い
な
い
た
め
、

商
品
の
受
け
取
り
や
代
金
の
支

払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
電
話
で
断
り
切
れ
ず

購
入
を
承
諾
し
て
商
品
が
届
い

た
場
合
は
、
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ

れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に

◆
不
要
な
ら
「
い
り
ま
せ
ん
」

と
は
っ
き
り
断
る
。

◆
業
者
名
や
連
絡
先
を
言
わ
な

い
事
業
者
と
は
取
り
引
き
し

な
い
。

◆
注
文
し
て
い
な
い
商
品
が
届

い
た
ら
、
宅
配
業
者
へ
勝
手

に
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
伝

え
、
受
け
取
り
を
拒
否
す
る
。

（
念
の
た
め
送
り
主
の
業
者
名

と
住
所
は
控
え
て
お
く
）

◆
自
宅
の
電
話
は
常
に
留
守
番

電
話
に
設
定
し
、
知
ら
な
い

番
号
の
電
話
に
は
出
な
い
。

　家
族
が
注
文
し
た
と
思
い
、
代

金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

あ
る
た
め
、
日
頃
か
ら
家
族
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て

お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご相談は、
消費生活センター
（青年女性会館内）
毎週 月～金曜日
  9:00～ 12:00
13:00～ 16:00

☎8
ハナシテナヤミナシ

4-7830
相談料無料

（15）広報もおか

9月に寄付をしてくださった方 （々敬称略）
ありがとうございました。

【申し込み・問い合わせ】社会福祉協議会　 ☎ 82・8844　FAX82・5516

わたのみ基金

善意銀行 そば処花總・真岡落語研究会 ･･････････8,000 円
カラオケとまとはうす真岡店 ････････19,986 円
匿名 ･･･････････････････････････････3,090 円（一社）真岡法人会真岡支部女性部･･･タオル511本

 【問い合わせ】コラボーレもおか　☎ 81・5522　FAX81・5558（月曜・祝日休館）

No.20

活動の様子イベントの様子

　私たちは、栃木県断酒ホトトギス会の南部
地域組織として真岡・小山地区を中心に活動
しています。断酒ホトトギス会は、お酒で悩
んでいたり、巻き込まれたりといったお酒の
トラブルに悩む人たちが集まった自助組織で
す。定例会や相談会を行い、気持ちを共有で
きる仲間と共に活動しています。お酒で困っ
たらぜひご相談ください。

市内で「お酒なし」
の忘年会を行って
います。

「栃木県障害者文化祭
カルフルとちぎ」に
て、普及啓発活動を
行いました。

 【連絡先】☎75・1356（高山）、代表：松本三男

1・8・
15・22・
29日（金）

午前11時～
◆絵本タイム
　絵本の読み聞かせ
　おすすめ絵本などの紹介

5・12・
19・26日
（火）

午前10時～
◆英語おはなし会
　ジル・シルバン先生による
　英語の絵本の読み聞かせ

9日
（土）

午後2時～ ◆もおかとしょかんの
　おはなし会

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）（25分）
「忍たま乱太郎の宇宙大冒険
with コズミックフロント☆
NEXT宇宙の始まりの段」

16日
（土） 午後2時～ ◆おはなしの森

19日
（火） 午後2時～ ◆映写会（大人向け）（69分）

 「終わらない人　宮﨑駿」
【休館日】11・18・25日（月曜日）

7日
（木）

午前 10時
　 30 分～

◆ひばりの会
　読み聞かせ

9日
（土） 午前10時～

◆キャンドルの会
　絵本の読み聞かせ&工作
　（かんらん車）を作ろう

23日
（土）

午後2時～ ◆にのみやとしょかんの
　おはなし会

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）（31分）
「そんごくう　ほか 2話」

26日
（火）

午前 10時
　 30 分～

◆子育て支援センター
　絵本の読み聞かせ

28日
（木） 午後2時～ ◆映写会（大人向け）（58分）

　「毛糸の指輪」
【休館日】11・18・25日（月曜日）

【問い合
わせ】市立図書館

 ☎ 84・6151 FAX83・6199 【問い合わ
せ】二宮図書館　☎ 74・0286

真岡市立図書館 二宮図書館

令和元年 11 月号（14）

第391回

古
ふる

澤
さわ

　眞
まこと

さん

（台町在住 ･84 歳）

　私
は
昭
和
10
年
、
台
町
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
小
学
4
年
生
の

頃
、
真
岡
駅
周
辺
に
ひ
ら
ひ
ら

と
燃
え
る
焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ
、

日
赤
や
真
岡
駅
周
辺
を
焼
き
尽

く
し
、
私
た
ち
家
族
は
被
災
し

ま
し
た
。
見
慣
れ
た
町
並
み
が

一
瞬
で
な
く
な
り
、
心
が
ぎ
ゅ

う
っ
と
締
め
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　終
戦
後
は
、
日
本
中
が
食
糧

難
に
陥
り
、
さ
つ
ま
い
も
粉
の

パ
ン
や
す
い
と
ん
を
食
べ
て
飢

え
を
し
の
ぎ
、互
い
に
助
け
合
っ

て
な
ん
と
か
生
き
延
び
ま
し
た
。

　6
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
男

だ
っ
た
私
は
、
弟
や
妹
が
将
来
苦

労
し
な
い
よ
う
に
、
高
校
だ
け

で
も
卒
業
さ
せ
て
や
り
た
い
と

思
い
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、

家
族
の
幸
せ
を
第
一
に
願
っ
て

▲

埼
玉
県
の
紡
績
工
場
に
5
年
ほ
ど

出
稼
ぎ
に
行
き
、
家
計
を
支
え
、

そ
の
後
は
実
家
に
戻
っ
て
父
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
屋
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　当
時
は
水
道
が
な
く
、
ポ
ン
プ

で
水
を
汲
み
上
げ
、
木
の
洗
濯
板

で
洋
服
を
洗
い
ま
し
た
。
消
毒
の

技
術
も
ま
だ
発
達
し
て
お
ら
ず
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
な
ど
は
大
き
な
釜
で

煮
て
、熱
湯
消
毒
を
行
い
ま
し
た
。

　ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
だ
け
で
生
計

を
立
て
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、

日
赤
の
白
衣
を
何
十
枚
も
洗
っ
た

り
、
衣
服
を
自
宅
ま
で
届
け
た
り

と
、
ど
こ
よ
り
も
親
切
な
接
客
を

心
掛
け
、
市
内
外
に
お
客
さ
ん
を

増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
配
達
作

業
は
と
て
も
大
変
で
、
道
路
が
ま

だ
き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、

車
の
普
及
率
も
低
い
時
代
で
す
。

何
度
も
転
び
な
が
ら
砂
利
道
を
何

十
キ
ロ
も
自
転
車
で
走
り
ぬ
け
ま

し
た
。
こ
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
お
米
が
買
え
、
食
べ
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　実
家
は
相
変
わ
ら
ず
裕
福
と

は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
弟
た

ち
を
無
事
に
高
校
や
大
学
ま
で

進
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
家
族
の
体
調
が
悪
い
と
き

は
、
ど
ん
な
に
大
変
で
も
必
ず
病

院
に
連
れ
て
行
き
、
た
ま
に
は
み

ん
な
で
外
食
を
し
、
誰
よ
り
も
家

族
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

　周
り
の
方
た
ち
に
は
、
と
て

も
恵
ま
れ
て
い
て
、
埼
玉
の
会

社
の
同
僚
や
、
取
引
先
の
方
な

ど
と
は
、
今
で
も
付
き
合
い
が

あ
り
、
年
に
一
度
は
共
に
旅
行

を
し
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
の

北
か
ら
南
ま
で
、
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
の
地
域
を
巡
り
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

　気
づ
け
ば
私
も
80
歳
を
超
え

ま
し
た
。
自
分
が
生
か
さ
れ
て
い

る
地
球
と
は
、
ど
ん
な
も
の
な
の

か
、
日
本
は
ど
ん
な
歴
史
が
あ
る

の
か
、
本
を
読
ん
で
学
ん
で
い
ま

す
。
人
生
と
い
う
戻
れ
な
い
旅
と

向
き
合
い
、
こ
の
地
球
に
人
間
と

し
て
生
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
、
い
つ
か
地
球
と
い
う
星
に

な
っ
て
眠
り
に
つ
く
と
き
ま
で
、

一
日
一
日
を
大
切
に
楽
し
く
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

奥様や友達と旅行先にて
（右が古澤さん）

シリーズ 437

在
宅
の
高
齢
者
に

カ
ニ
を
勧
め
る
電
話
勧
誘
に
注
意

《 

事
例 

》

　「
以
前
注
文
さ
れ
た
カ
ニ
を

送
り
ま
す
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

頼
ん
で
い
な
い
と
答
え
た
が
、

「
２
万
円
で
す
、代
引
き
で
送
る
」

と
言
わ
れ
、
一
方
的
に
電
話
を

切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
カ
ニ
が

届
い
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　在
宅
率
の
高
い
高
齢
者
が
、

年
末
に
向
け
て
、
カ
ニ
な
ど
の

海
産
物
を
電
話
で
勧
め
ら
れ
、

「
強
引
に
契
約
を
迫
ら
れ
た
」

「
断
っ
た
の
に
商
品
が
送
ら
れ
て

き
た
」
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
送

り
付
け
ら
れ
て
も
、
消
費
者
が

承
諾
し
て
い
な
い
場
合
は
、
契

約
は
成
立
し
て
い
な
い
た
め
、

商
品
の
受
け
取
り
や
代
金
の
支

払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
電
話
で
断
り
切
れ
ず

購
入
を
承
諾
し
て
商
品
が
届
い

た
場
合
は
、
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ

れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に

◆
不
要
な
ら
「
い
り
ま
せ
ん
」

と
は
っ
き
り
断
る
。

◆
業
者
名
や
連
絡
先
を
言
わ
な

い
事
業
者
と
は
取
り
引
き
し

な
い
。

◆
注
文
し
て
い
な
い
商
品
が
届

い
た
ら
、
宅
配
業
者
へ
勝
手

に
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
伝

え
、
受
け
取
り
を
拒
否
す
る
。

（
念
の
た
め
送
り
主
の
業
者
名

と
住
所
は
控
え
て
お
く
）

◆
自
宅
の
電
話
は
常
に
留
守
番

電
話
に
設
定
し
、
知
ら
な
い

番
号
の
電
話
に
は
出
な
い
。

　家
族
が
注
文
し
た
と
思
い
、
代

金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

あ
る
た
め
、
日
頃
か
ら
家
族
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て

お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご相談は、
消費生活センター
（青年女性会館内）
毎週 月～金曜日
  9:00～ 12:00
13:00～ 16:00

☎8
ハナシテナヤミナシ

4-7830
相談料無料

（15）広報もおか

9月に寄付をしてくださった方 （々敬称略）
ありがとうございました。

【申し込み・問い合わせ】社会福祉協議会　 ☎ 82・8844　FAX82・5516

わたのみ基金
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匿名 ･･･････････････････････････････3,090 円（一社）真岡法人会真岡支部女性部･･･タオル511本

 【問い合わせ】コラボーレもおか　☎ 81・5522　FAX81・5558（月曜・祝日休館）

No.20

活動の様子イベントの様子

　私たちは、栃木県断酒ホトトギス会の南部
地域組織として真岡・小山地区を中心に活動
しています。断酒ホトトギス会は、お酒で悩
んでいたり、巻き込まれたりといったお酒の
トラブルに悩む人たちが集まった自助組織で
す。定例会や相談会を行い、気持ちを共有で
きる仲間と共に活動しています。お酒で困っ
たらぜひご相談ください。

市内で「お酒なし」
の忘年会を行って
います。

「栃木県障害者文化祭
カルフルとちぎ」に
て、普及啓発活動を
行いました。

 【連絡先】☎75・1356（高山）、代表：松本三男


